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これまでプロバイダーや回線接続という

インターネットまわりを探ってきたインター

ネット探検隊。先月、OCNが開始されれ

ばその使命を終えること確実と世間（の一

部やっかみ方面）で言われているアナログ

専用線をつないだところで、ちょっと方向

転換。今月からインターネットそのものを

探検することになった。その第1回目はウ

ェブの「検索サービス」のお話である。

本屋さんで目的の本を
探すお話

テーマが決まった某月某日、例によって

「しかしね～、検索サービスったってアレで

しょ？　単にキーワードを入れるとURLが

出てくるという……」という話をしていた

ら、ウェブと検索サービスの重要性につい

てこんな話を聞かされてしまった。

某コラムニストによれば、インターネッ

ト、特にウェブはでかい本屋と似ているの

だそうだ。そして本屋に来る客（つまりユ

ーザーですね）には2種類の人がいるとい

う。第一のタイプは、ブラっと入ってきて

手当たりしだい本を開いてながめる人。こ

ういう人は別に最初から何を買うという目

的はないのだけれど、気に入ったものがあ

れば買っていくという、どちらかというと

お気軽な人である。もう1つのタイプは、最

初から買う本を決めてきて、一目散に目的

の本があると思われる棚に走り、真剣に背

表紙を見ながら本を探す、結構マジな人。

実はウェブを利用しようとする人にも、こ

の2つのタイプがあるんだそうだ。

そう言われると、そのとおりだなぁ……

でも、よく考えると、同じ自分の中に時に

応じてこの2つの欲求が出てくるんじゃない

のかな？とも思うんだけど、それはともか

く、まだ続きがある。

最初のタイプの人には、ウェブというの

は非常に楽しい道具なんだそうだ。という

のは、本と違ってウェブのページにはハイ

パーリンクという仕組みがあり、ページの

中にあるリンクボタンをクリックすれば、そ

れにつながっているページに直接ワープし

ちゃう。いちいち本を閉じて、棚にしまっ
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【インターネット探検隊】 隊長●村野幸夫　

第1回
検索エンジン編

資料の宝庫、インターネットは本屋に似ている？

OCN:NTTが97年より開始する予定のコンピュータ通信ネットワーク
サービス。画期的な料金設定が話題になった。OCNとはOpen
Computer Networkの略。

illustrator : Kaori Takahashi
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目的の情報にたどり着くのは、けっこう大変？
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サーチエンジンにもいろいろな種類があるが……。

て、次の棚に行き、別の本の目次から関係

しているページを探して……なんてことを

やらなくても大丈夫なわけで、本屋で流し

読みをしている人よりも、もっと簡単に内

容をつまみ喰いすることができる。

ま、基本的にそういう人は本屋、つまり

ウェブっていう場所が好きだし、「ブラウザ

ー」っていうのは、その名前のとおり「流

し読み」するための道具なわけで、ブラウ

ザーを使うと楽にブラブラできるから、ま

すますクセになる。

ところが問題はあとのほうのマジな人。

この人はもともと何が欲しいか分かってい

るんだから、とりあえず目的の情報に速く

たどり着きたい。だけど、道具としては

「流し読み」に便利なブラウザーしかない

し、欲しい情報がすぐに探せるような道具

もない。どうやって目的の本を探していい

か分からなくて困ってるのに、ブラウザー

のほうは何も探してくれないもんだから、知

りたい情報を速く見つけたい人はそれ以外

のものに頼るしかないのである。

こういう時、実際は本屋の物知り風の店

員に書名や著者の名前を伝えて探してもら

えば、欲しい本が見つかる場合が多い。情

報をすばやく知りたい人はそれと同じこと

をウェブですればよいのだ。つまり、本屋

で店員に質問するかわりに、インターネッ

トでは検索サービスにきけばいーのである。

てなわけで、今回はインターネットを本屋

にたとえ、「本屋でどの店員がモノを知って

そうか」「どの店員ならどんなことに詳しそ

うか」ということをウェブの中で探してみ

ることにする。

検索サービスを検索する

さて、パソコンに向かってまず思いつい

たのが、インターネットマガジンの小冊子

で「検索サービス」を取り上げたやつがあ

ったってこと（3月号ですよ！by編集部）。

それを見て検索エンジンにアクセスして…

…と考えたが、それじゃ話が面白くない。

ここはそんなものに頼らずに！と思いなが

らネットスケープを立ち上げると、あるじ

ゃありませんか、ヒントが。そそ、

「Location」のボックスの下のところに並ん

だボタンの中の「Net Search」というやつ。

そこで、まずはそのボタンを押してみる

と、画面は突然ネットスケープのサーバー

にある「Net Search」の画面に「Infoseek

Guide」「Lycos」「Magellan」「Excite」

「Yahoo!」という検索サービスの名前が出

てくる。

どうやら時々優先的に表示されるサービ

スが変わるらしいが、この日は「Yahoo!」

がサーチのためのボックスを開けて待って

いる。そこで、まず今回は「日本の検索サ

ービス」をサーチするわけだから、ここに

「japan」と「search」というキーワードを

入れてみる。ここんとこ、一応アメリカさ

んの検索サービスなわけだから英語で入力。

しかも、2つの単語の間にスペースなんぞも

入れるのが常識である。

すると画面は切り替わり、15個のマッチ

するサイトのリストが表示される。

よくよく見ると、個人のホームページら

しきものも入っているが、今回はパスする

ことにして（だって、アルバイトの店員だ

ったりすると面倒だから）、上から順番に正

社員らしきサイトを試してみることにする。

▼Yahoo! Japan

まずは先頭に表示された「Yahoo !

Japan」。ご丁寧にサングラスの「Cool」マ

ークと「New」の印も付いているが、これ

はYahooが日本に作った子会社のサービス

らしい。言ってみればアメリカ仕込みの店

員である。

この店員の眼力はどんなもんじゃろ、と

いうわけで早速クリック。が、出てきたの

は 「 Announcing our first sister site -

Yahoo! Japan」という簡素なページ。なん

Net Search:Netscape Navigatorについている検索機能。

Infoseek:単語だけでなく、独自の検索構文で検索できるのが特徴。

Lycos:世界のWWWの約90％を登録しているというサーチエンジン。

Magellan:WWWにつけられる同名のマークで知られているが、検索
エンジンもある。

Excite:類義語で検索してくれる機能があるので、不確かな情報から
でも検索できる。

Yahoo!:検索エンジンの代表格。ジャンルが細かく分類されているの
で、ディレクトリ検索に便利。
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とヤフー本社から「今度初めての海外支店

を日本に作ったからよろしくね」というご

挨拶のページなのであった。

えぇい、そのサービスは？ということで

クリックするとシンプルなボックス1つと

「検索」ボタン、それに索引（よくよく見

ると、「A」の「アート」から始まって「S」

の「社会と文化」まで、なんだか英語を翻

訳して並べた感じの構成）のあるページに

たどりつく。

さて、ここで何を探そうかと考える。と、

なぜだか分からないが「おやじのいも」と

いうフレーズが頭の中に出てきた。どうや

ら、以前インターネットマガジンで紹介さ

れていたさつまいもを作っている農家のお

じさんのページを見たいという果たされな

かった願望が頭の片隅に残っていたらしい。

さて、アメリカ生まれの店員の前でどう

いう言葉をかけるかが問題だ。「おやじ」か

「いも」か？　う～ん、どっちだ？　

とりあえず、「いも」を日本語で入力し

て「検索」ボタンを押すと、出てきたのは

「Yahoo!の検索結果<。/h2>しばらくお待

ち下さい。」というのとYahoo! Japanの著

作権表示のみ……う～む、こいつ、駄目か

もしれない。

じゃ、いいや。次に行ってみよう（それ

にしても「<。/h2>」っつーのは何？　グ

ラサンマークが泣いちゃうぞ！）。

▼NetPotateSalad Japan!

いったん、Yahoo!の検索結果に戻って次

にリストされている「NetPotateSalad

Japan!」をクリック……すると、なんと

「Fatal Error 500」だ。どうやら、この店員

は辞めてしまったか、今日は休みらしい。

▼What's New in Japan

3番目にリストされていた「What's New

in Japan」をクリックすると、どうやらURL

からNTTと分かる全部英語のページが出て

きた。ま、アメリカから入ってきたんだか

ら、英語で返事をされてもしょうがないか。

「Japanese version is here. 」というボタン

があるのでこれをクリックすると、やっと日

本語をしゃべってくれる。

ここのページは「日本の新着情報」とい

うのと「The Internet 1996 World Expo

sition」、「情報インデックス」「お知らせ」

という4つの項目が一緒になっている。内

容的にひかれるものがあるが、わき道に入

ってしまうと本来の目的を忘れそうなので、

心を鬼にして「情報インデックス」の下に

ある「Search Page 検索サーバー一覧」

というボタンをクリックする。すると登場

したのが……

検索サーバー登録もの

便利な検索窓口

全文検索もの

NTTの新着情報もの

ホームページ案内もの

メガインデックスもの

……というもくじ。

このページの中に「検索サーバー用入力

フォーム」として入力用のボックスと

「search」「clear」というボタン（なんでこ

こだけ英語？）、さらに「千里眼」「ODIN」

「TITAN」というラジオボタンが寄り添っ

ている場所がある。

その下に「全文検索もの」として……

ロボットで拾ってきたテキストをベースに全

文検索を提供するもの

・千里眼（早稲田大）

・WWW全文検索システムODIN（東大）

・インターネット情報ナビゲーションシステ

ムTITAN （NTT）

……という解説がある。

なんか「拾ってくる」と言われると情報

が落ちてるみたいだが、ともかくロボット

（よくは知らないが、勝手に相手のサーバー

に入り込んで中に書いてある情報を“拾っ

て”くるプログラム？）が集めたデータをも

おやじのいも：畑でとれたさつまいもをインターネットで注文できるペ
ージ。インターネットマガジン2月号LIFE WITH INTERNETで紹介。

グラサンマーク：クールなサイトにつけられているサングラスのマーク。

インターネット
探検隊

「おやじのいも」のページを探したいのだが……。

日本の店員に聞くのか、外国の店員に聞くのか？
聞きたい内容によって使い分けよう。
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「千里眼」は本当に便利なの？

「おやじの畑」のホームページは日本からアメリカ
に移っていた？！

とにして、こちらが入れたキーワードに合

うものがあれば取り出してくれる仕組みの

ようだ。

千里眼を使う

すでにラジオボタンにマークが付いてい

る「千里眼」のまま、ボックスに「いも」

だ。そして「search」を押すと、ちょっと

待たされて、その結果が……げげ、やたら

に多い。

なんと数えてみると（といっても、数字

が付いてるのですぐ分かるが）670個もあ

る。しかも、最初に出てきた「プロフィー

ルなんですが、もう少したくさん書きたい
．

も
．
のです」だとか、「幸福！ちょいも

．．
て状

態！の巻」だとか、とても「おやじのいも」

とは関係なさそうなものばっか。確かに文

章の中に「いも」は入ってるけどな～、ど

うしたもんだろ？　

あ、そだ。こういう場合はネットスケー

プの一番上にある望遠鏡マークの「Find」

ボタンを使って、今度は「おやじ」で検索

すればいいのか？と思ってやってみると、ど

うやら今回表示されたものの中には「おや

じ」と「いも」という単語の含まれている

リンクはないのだ。

う～ん、じゃ、もう1回。今度は「おや

じ」で行ってみるか。ということで、ちょ

うど上のほうに「Put a word or a regular

expression or URL:」として空いているボ

ックスの中に「おやじ」を入れてみる（う

～ん、我ながら、なんか意味不明な表現）。

すると結果が……今度は58個と数がそ

れほど多くない。そこでちょっと読んでみ

ることにする。

と、最初に出ているそのものズバリの

「おやじ」から「副隊長／BUDおやじ坂」

……とあって、10番目に「おやじの畑」と

いうのがある。

あれ？　さっきまで「おやじのいも」っ

て覚えてたんだけど、言われてみると「お

やじの畑」だったような気もしてきた。う

～ん、どうだっけ？と人間の記憶なんてア

テにならないもんである。

確認のためにも「おやじの畑」をクリッ

クすると……

「このホームページはニューヨークのバー

チャル八百屋に移しました。 八百屋コム

（http://www.yaoya.com）へどうぞ」

……と書いてある。

う～ん、おやじさんはどうやらニューヨ

ークに移住しちゃったらしい（うそ）。そこ

でまたURLをクリック。すると5人（＋

「へのへのもへじ」）の顔写真の入った表組

みのページが出てきた。どうやら中に見覚

えのある顔が……そそ、右の「販売中の農

産物」の中に「さつまいも」というのがあ

る。この人だ。残念ながら「（休止）」と書

いてあるが、ともかく写真をクリックして

みる。

すると「おやじといもを作る」というリ

ンクがあり、さらにまたそのリンクをクリッ

クすると「インタラクティブいも畑」（すご

い企画である）にたどりついた。どうやら

これがいつか見た記憶のある「おやじのい

も」だったみたいだな～。ふぅむ。

問題はどんなデータを
もとにしているか

これで本来の目的は達したのだが、つい

でなのでNTTのページに戻り、今度は

「ODIN」と「TITAN」を試してみることに

する。ただし、今回は先ほどの過ちを繰り

返さないために「インタラクティブいも畑」

と入力してみることにしよう。

まずは「O D I N 」のほう。結果は

「Nothing Found」である。「なにも見つか

りませんでした。検索式を変えてやり直し

てみてください」と言われてしまった。こ

こで「検索式」などに深入りすると面倒に

なりそうなので、今回はパス。

もう一方の「TITAN」のほうでもやって
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検索するときは、「AND」と「OR」を間違えない
ようにしよう。

みたが、こちらの話はもっと複雑だった。

どうやらこちらの検索サービスは全世界

のサーバーを対象にしているらしく、アメ

リカやオーストラリア、ドイツなどの国旗

とともに結果が出力された（その後、この

ページからではなく、TITANのページから

検索する場合は検索対象とするサーバーの

国籍や言語の指定ができることが分かっ

た）。しかも「世界の分野キャンペーン」

だとか「理論的粒子及び高いエネルギー物

理グループ」というようなワケの分からな

いものまで入っている。

う～ん、どうして？と思って上のほうに

書いてある「入力されたキーワード」とい

うところを見ると……

検索式：(インタラクティブ and畑) or

(interactive and field))

……となっているではないか。

どうやら、ここの検索装置は単語を分解

して、しかもそれをご丁寧に英語に翻訳し

てくれた。その途中で「畑」が「field」に

なっちゃって、そこから物理学方向の文献

が出てきたわけだ。しかし、「いも」はどこ

へ行ったのか、疑問は残るのである……。

このあと、「いも畑」「いも」などいろん

な単語を両方の検索サービスに入れてみた

ところ、両方ともに学術関係のURLが数多

く出てくる。どうやらこれはデータを拾っ

てくるロボットの派遣先が偏っているため

なのではないか、ということに思い当たっ

た。

つまり、書店員として見ると学術関係の

棚を担当してる人なので、脳天気な「イン

タラクティブいも畑」なんつータイトルの

本のことを聞かれても、分からんというワ

ケなのである。

ANDかORか？

どうやらロボットもあまりアテにならない

（というより、ご主人様のコマンドに偏りが

ある）ようなので、またもやNTTの「検索

サーバー」ページに戻り、今度は別のデー

タをもとにしたものをチェックしてみること

にしよう。

まずは「NTTの新着情報もの」、つまり

NTTが行っている「新着情報サービス」に

掲載されたもの（タイトルと簡単な解説文）

をデータとして登録し、それを検索するサ

ービスだ。ここには……

NTT DIRECTORY(NTT) 

Wave Search(ソニー) 

WWWナビゲーター(インプレス) 

……という3つのサービスがある（おお、

インプレスもあるぞ）。

まずは「NTT DIRECTORY」から始め

て、「Wave Search」「WWWナビゲーター」

まで全部に「おやじ」「いも」「畑」などを

入れてみる。

ただし、単語を入れるといっても、検索

サービスによって扱いが違っている。例え

ば「NTT DIRECTORY」では「AND条

件」というのと「OR条件」というのが用

意されていて、このうち1つをラジオボタン

で選ぶようになっている。

ここで考えなければいけないのは、この

ボタンの使い方である。

「AND条件」とは、店員に「え～っと、

『おやじ』という言葉と『いも』という言葉

がタイトルに入っている本、ありますか？」

とたずねるやり方だ。これに対して、「OR

条件」というのは「『おやじ』でも『いも』

でも、どっちでもいいんですけど、そうい

う言葉が入っている本はあります？」とた

ずねるやり方。当然、こちらのほうが数は

多くなり、ひょっとしたら数が多すぎて収

拾がつかなくなるかもしれない。

多くの場合、複数の単語をスペースで区

切りながら入れると「AND条件」で探し

てくれることが多いが、このほかに「NOT」

というものを備えた検索サービスもある。

これは「『おやじ』なんだけど『いも』じゃ

ないタイトルの本」ということになる（笑）。

う～ん、なんか笑っているうちに頭が混乱

サーチエンジンの特徴をよく見てから利用するのが
ポイント。
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探検してみたサーチエンジンURL一覧

Infoseek : http://www.infoseek.com/

Lycos : http://www.lycos.com/

Magellen : http://www.mckinley.com/

Excite : http://www.excite.com/

Yahoo! : http://www.yahoo.com/

千里眼 : http://www.info.waseda.ac.jp/search.html

ODIN : http://kichijiro.c.u-tokyo.ac.jp/odin/

TITAN : http://isserv.tas.ntt.jp/chisho/titan.html
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AFTER CARE

6月号の「インターネット探検隊　専用線接続編」では、専用線用の
モデムとしてDesk Porte FAST The V.34を使用しましたが、読者の
方より、実際にME2814 II（オムロン（株））やPV-AF288（アイワ
（株））を使用して専用線接続ができたという報告もありました。

してきた。

それはともかく、「Wave Search」の場合

はボックスが2つ用意されていて、その間の

切り替えボタンで「and」と「or」を選択す

るようになっている。

また、「WWWナビゲーター」では「検索

文字列」のほかに、検索対象として「名前」

「所在地」「URL」「説明」などを多重で選

べるようになっており、説明のHTMLの中

でタグの中も検索するかどうか、指定でき

るようになっている。

で、それぞれやってみた結果はどうだっ

たのか……というとどれも全滅。結局、問

題のニューヨークに引っ越した「インタラ

クティブいも畑」にはたどり着けなかった

のである。

検索エンジンの特徴を
見極めてから利用しよう

さて、その後、いろんなやり方をしてみ

たが、分かってきたことがある。誌面も少

なくなってきたので簡単にまとめておくと、

次のようなことになる。

まず利用する側としては、検索サービス

がどういう形でデータを登録しているかを

ちゃんと見ておくことが必要だ。逆にホー

ムページ製作者には、日本ではNTTの新着

情報が元データとなることが多いので、少

なくともここくらいは登録しておいてもら

わないと検索しても出てこないということ

になる。実は、ホームページを立ちあげた

人のために、一度に複数の検索サーバーに

登録してくれる「Submit it!（http://www1.

nisiq.net/̃jsengine/submit-it/index.

html）」などのサービスがあるので、自分の

ページを数多くの人に見てもらいたいので

あれば、まずは登録しておいてもらいたい

もんである。

自己申告による登録とは別に、ロボット

で情報を集めているところもあるが、ご主

人様（検索サービスのウェブマスター）の

好みでロボットの行動範囲に偏りがあるた

め、検索をしようとする側はそれぞれの検

索サービスのキャラクターを見抜く必要も

ある。

次に注意したいのは、「この検索サービ

スはJPドメイン（つまり、URLの最後が

「.jp」で終わっているもの）のものを対象

としています」という検索サービスが意外

に多いことだ。

実は、サーバーがどこにあっても情報の

中身とは関係ないのだが、国外にあると日

本のロボットが検索をかけてくれなかった

り、検索サービスの側がJPドメインだけを

リストの対象にしていて、データを加えて

くれないという不都合もあるんじゃないか

な、と思う。

それでは米国の検索サービスではどうか、

と思って例の「インタラクティブいも畑」

を探してみたところ、「Infoseek Guide」

「Excite」「Yahoo!」「Lycos」「Magellan」

といった大手は全滅。唯一ちゃんと検索で

きたのは「Alta Vista（http://cgi.netscape.

com/www_s/inserts/altavista_search_di

st_ad.cgi）」だけだった（ただし若干文字

化けする場合もある）。

最近、値段が安いからという理由で海外

（特に米国）にサーバーを置いたり、カッコ

いいからと「com」ドメインを取ったりする

人や企業も増えているらしい。しかし、そ

ういう場合、日本の検索サービスにリスト

アップされない可能性もあるから積極的に

働きかけないとまずいんではないだろうか。

そんな事情も考えたら、やっぱり検索サー

ビスの中では「Alta Vista」が一番使えるか

もしれない……というだれのためのアドバ

イスか分からない結論（とは言っても、結

局ユーザーの利便と関係するんだが）らし

きものが出たところで、今回の探検はおし

まいである。

「インタラクティブいも畑」が検索できないサーチ
エンジンもあった。
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